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一
中
降
下

一
古
一
戸

裁
支
所
一
一
刷
柑

一
布
校

一
次
終
段

な
お
、
間
前
稲
川
跡
、
柿
棋
博
術
的
斡

γ

後
直
ち
に
そ
れ
ぞ
れ
の
後
商
品
知
郊

で
行
い
ま
す
。

V
支
給
紋
織
の
続
出
期
間
等

六
月
十
…
尽
か
ら
六
月
二
十

お
ま
で
の
午
前
八
時
三
十
分

役
場
内

広

今月の総税!立

町県鹿税第一期分です
6月30陰までにお忘れなく納めて

く12tさい。
30援の午前s善寺から午後u寺11;で

察賂母子で出綴徴収をいたします。

来
邦
四
月
一
日
か
ら

拠
出
制
悶
民
年
金
始
ま
る

一
生
を
段
階
閉
で
学
内
総
な
金
一
泌

を
送
り
た
い
と
滋
も
が
問
料
っ
て

い
ま
す
G

紙
た
ち
は
お
干
を
と
ら

な
い
わ
け
に
は
い
か
ず
、
年
な

と
る
と
働
問
げ
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
思
い
が
け
な
い

ケ
ガ
に
あ
っ
て
箸
〈
て
腕
附
け
な

く
な
る
と
か
、
一
山
口
絞
め
大
娘
一
伎

を
失
っ
た
と
か
の
よ
う
な
不
幸

に
あ
っ
た
と
き
、
年
金
以
炉
支
給

さ
れ
る
よ
う
に
奮
い
う
ち
鈴
ゅ
り

あ
う
も
に
後
月
吋
定
の
金
を
後

設
で
て
、
お
く
こ
と
が
大
切
で
す

こ
の
諸
説
立
金
を
保
険
料
と
い

い
、
み
ん
な
マ
州
問
し
あ
り
た
係

険
料
で
、
年
設
と
っ
た
と
き
凶

っ
た
ξ
き
の
鍛
え
を
し
て
お
く

の
が
来
年
似
月
一
段
か
ら
始
め

る
終
除
制
間
同
同
年
金
で
す
。

今
ま
で
は
給
料
を
も
ら
っ
て

い
る
人
た
ち
だ
け
が
も
精
油
払
相
や

品
内
説
例
制
制
度
に
よ
っ
て
毎
月
肉
円
分

た
も
の
給
料
の
市
中
か
ら
保
険
料

を
綴
立
て
て
、
い
J
Q
と
い
う
と

き
に
備
え
て
い
た
歪
わ
け
で
す
。

ζ
れ
か
ら
は
納
税
絞
め
人
も
、

泌
総
の
人
も
、
家
庭
の
主
伺
締
も

的
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
わ
け
で
す
。

蜘
楠
山
出
制
制
問
脳
同
時
集
金

に
加
入
す
る
入
は

機
二
十
才
か
ら
五
十
才
ま
で

の
人
で
、
次
に
世
間
げ
る
人
以
外

は
務
で
も
加
入
し
な
け
れ
ば
叫
な

ち
ま
せ
ん
。

①
自
制
払
相
や
外
務
総
燦
に
よ
っ
て

特
例
ゑ
て
て
い
る
人
Q

刷

W

開
制
払
吟
仰
や
滋
腕
職
、
同
体
武
官
、
廃
疾

の
会
年
金
た
受
け
て
い
る
入

品W
燃
料
相
や
退
滋
年
金
を
受
げ
ら

れ
る
入
。

③
遺
族
年
金
や
扶
例
制
什
敬
愛
凶
り

て
い
る
入
。

@
殺
傷
出
問
者
戦
没
お
巡
族
等
援

液
仲
間
に
よ
っ
て
路
市
溝
口
、
遺
族

の
余
年
金
滞
笠
宮
受
け
て
る
人

引
揚
給
持
金
の
車
競
期
騒
が

一
年
開
議
場
に
な
り
ま
し
た

出
引
組
問
払
制
件
付
金
等
沈
総
山
間
は
、
年
の
五
月
十
六
日
ま
で
経
欄
間
に

岡
昭
和
利
一
一
…
十
二
年
か
ら
一
一
一
年
間
の
な
ち
ま
し
た
。
づ
き
ま
し
て
捻

照
際
世
、
は
じ
め
ら
れ
、
今
年
の
引
鯵
獲
の
か
た
で
ま
だ
申
請
手

笈
月
十
六
れ
を
も
っ
て
期
限
が
判
脱
者
役
さ
れ
て
な
い
か
た
が
ど

紛
れ
て
い
ま
し
た
が
、

ζ

の
ほ
が
い
ま
し
た
ら
、
社
会
議
隊
ぬ

ど
州
出
徐
の
一
部
改
蕊
に
よ
り
来
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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危
険
物
の
取
ち
設
い
に
は

細
心
の
注
意
と
予
防
対
策
を

丸
田
時
間
物
ホ
舎
の
淡
路
脱
獄
闘
は
、
弘
我
孫
子
肉
食
時
間
的
判
小
賞
金
協
会
を

た
ち
が
生
活
設
食
ム
り
ふ
に
欠
く
設
立
、
役
員
に
は
次
の
か
た
が

乙
と
の
で
き
な
い
議
淡
な
後
初
た
を
選
ん
で
、
法
制
淵
の
開
閉
父
、

り
を
も
っ
て
・
い
ま
す
。
絞
殺
の
改
聾
ロ
、
管
畑
鴨
川
り
叩
月
余
ん
に

品
桝
臨
制
緩
の
う
ち
に
は
、
引
火
緩
め
る
と
と
に
な
ち
ま
し
た
の

蹄
開
発
線
食
倹
な
も
の
が
た
く
さ
で
、
一
般
将
兵
む
か
た
が
た
も

ん
あ
り
、
後
緩
い
に
手
遠
い
た
危
険
物
線
"
仰
の
綬
綬
い
に
は
光

起
し
ま
す
と
、
総
わ
ぬ
事
故
が
分
な
る
淡
ぬ
必
殺
は
ら
っ
て
、
家

発
生
し
ま
す
。

ζ

め
よ
う
な
命
救
仲
間
ふ
に
協
カ
役
し
て
く
だ
さ

昨
夜
物
製
品
を
、
関
長
身
鴻
に
玖

j
i
l
i
l
l
-
j
i
t
-
-
j
i

制

糾

っ

た

ち

使

用

崩

じ

て

い

る

似

た

つ

ゆ

ど

き

民

お

け

る

や
り
は
、
世
帯
放
紡
止
の
た
め
に
綴

言

霊

と

予

紡

対

策

を

警

交

通

事

故

の

訪

止

で
、
抑
制
さ
ん
に
迷
試
制
点
在
ム
か
け
れ
地

い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
つ
ゆ
ど
き
以
後
遂
事
故
が
多

い
ζ
と
は
潟
跡
的
め
と
と
で
す
9

く
な
り
ま
す
。
ル
昨
年
六
月
の
数

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
ナ
幼
時
間
類
学
か
ら
み
る
と
後A
稼
六
九
五
人

の
使
用
問
蓑
が
港
お
ナ
る
協
同
向
に
負
傷
者
一
七
、
六
六
五
人
、
件

あ
一
君
、
家
器
禁
支
告
は
、
と
れ
ら
数
は
一
一
七
、
九
六
ぷ
糾
け
と
な
っ

m
w
袋
余
夜
緩
い
を
制
刑
す
る
た
め
て
お
ち
ま
す
。

ラ'
乞ひZあ広

以
た
ち
の
附
刊
に
は
、

志
筑
叩
飲
料
腕
先
生
〈
作
家
〉

武
者
小
路
災
駒
踏
ん
先
ゑ
〈
作
家
)

・
一
加
納
治
気
感
允
ゑ
設
探
鉱
M
M

立
主

血
縁
守
之
数
先
生
〈
際
学
務
V

抑
制
中
持
制
太
郎
先
生
喜
襲
撃

杉
村
祭
人
冠
先
生
(
作
後
〉

円
以
谷
七
郊
先
生
〈
医
学
者
〉

間
関
竹
紙
先
生
{
文
文
学
威
主

坂
凶
中
品
川
際
会
崎
市
〈
時
計
品
翠
怒

川
村
山
続
山
山
公
然
ハ
T

安
同
家
)

深
刻
友
一
路
公
然
ハ
俳
人
〉

竹
防
関
百
四
作
さ
ん
内
ア
ナ
ウ
ソ
サ
1
v

九
条
綾
子
さ
ん
寝
竹
桧
怒

な
ど
多
く
の
宥
名
人
が
ヰ
寸
爽
滅

的

W

府
同
然
災
殺
愛
さ
れ
て
住
ま
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
裂
を
は

中
野
放
…
緩
先
生
言
語
王
者
)

加
制
倒
的
沌
允
ゐ
州
事
時
障
段
目
岳

林
市
出
師
却
さ
ん
ヲ
u
d
p
ツ
ァ
ょ

が
住
ま
わ
れ
て
い
ま
ナ
。

つ
い
さ
き
ど
ろ
か
ら
は
、
山
間

制
緩
磯
子
一
倒
的
と
と
も
に
潟
水
綴

の
波
紋
、
務
総
社
の
・
泌
耕
刷
出
取
…
倒

的
明
日
か
市
甲
州
附
駄
削
減
九
八
五
番
地
に

日
摘
を
務
え
ら
れ
ま
し
た
。

先
生
同
体
務
総
一
一
…
十
…
一
一
年
に
京

却
僻
に
生
ま
れ
、
幼
少
よ
哲
郎
聞
に

綴
し
み
、
大
一
忠
則
悶
年
十
双
方
w
h

し
て
測
に
中
臨
し
入
国
史
旦
同
等
先
生

の
門
bv“
た
た
き
、
の
も
竹
内
栖

庭
先
牛
狂
的
附
療
し
、
帝
附
闘
美
術

拍
師
恩
蹴
b

ー
は
じ
め
中
京
都
市
無
名
路

間
開
、
車
品
慾
太
子
務
総
僻
間
際
会
な

ど
多
く
の
展
覧
会
に
山
川
糸
、
か

中
浮
か
ず
の
上
位
入
骨
到
に
線
曹
、

る
よ
う
お
綴
い
し
ま
す
。

会

長

渡

辺

儲

静

寂

総

会

袋

小

後

三

郎

H

絞
殺
栄
太
郎

ρ

中
島
一
一
郎

捕
挫
挙
制
胤
r糸
…
叫
地
ハ
会
話
〉

N
H

品
開
川
端
宵
味
時

H

林
一
一
一
線

H

則
明
織
物
品
w
久

H

鈴
木
光
付
制
坤

M

関
関
田
陶
磁

前
市
議
組
問
幸
淡

凋
削
康
夫

A
V
d

ゆ
ど
き
の
か
〈
遂
事
紋
仲
間
よ
誌

の
た
ぬ
、
次
め
よ
う
な
点
に
注

意
を
し
ま
し
ょ
う
。

マ
・
:
後
間
間
の
た
め
ス
ザ
デ
ブ
し

や
す
い
の
で
、
ス
ピ
ー
ド
の
お

し
渇
き
は
さ
げ
、
と
っ
さ
の
機

会
い
つ
で
も
ゑ
然
厳
で
き
る
よ

う
な
安
全
透
度
で
同
校
総
料
し
よ
う

v
;帥
尚
一
涜
が
税
務
に
な
っ
て
い

る
か
ら
、
祭
還
な
濃
い
総
し
簿

殺
し
て
帥
綿
一
絡
に
乗
り
知
れ
る
ζ

と
の
な
い
よ
う
校
意
し
よ
う
e

y
i待
問
の
た
め
ウ
イ
シ
ド
ガ

ラ
ス
の
外
舗
に
水
紛
が
た
ま
つ

ど
り
、
時
ω
・
砕
い
し
ぬ
き
ず
一
て
い
る
・

た
必
内
務
か
ら
の
く
も
り
で
、

務
総
点
舶
の
綾
部
計
が
き
か
な
目
く
な

る
た
め
、
さ
ら
に
歩
行
容
が
一
例

ゑ
ゃ
い
V

イ
Y
コ
ー
ト
を
競
い
る

た
め
、
総
力
や
嫡
出
力
を
さ
え
封
、

ら
れ
た
り
し
て
、
国
組
わ
ぬ
事
款

に
あ
う
ζ
と
が
必
ず
い
の
で
、
後
一

界
や
線
カ
を
妨
げ
る
ζ

と
の
な

い
よ
う
品
刊
に
持
也
被
'
し
ま
し
ょ
う

e

児
家
に
新
た
に
溺
自
刊
を
総
入
し

て
や
る
主
き
弘
、
吋
建
転
衰
の
ね

に
後
も
つ
き
や
す
い
と
い
わ
れ

る
数
殺
の
レ
イ
Y
コ
}
ト
や
雨

傘
を
総
入
し
て
や
る
よ
う
な
民

窓
も
必
要
で
・
む
よ
う
α
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畑
作
の
増
産
を
は
ば
む

土
じ
よ
う
線
出
を
退
治
し
ょ
う

〉
丸一eびあ幸量
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狩
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鐙
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入
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る
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。
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ん
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